















orescence in situ hybridization(FISH)法および遺伝子座
の会合を網羅的に解析する手法として近年開発された








高橋 哲史，?廣村 桂樹，?富岡 麻衣?
浜谷 博子，?坂入 徹，?青木 武生?


































佐藤 隆史，?沢津橋 俊，?佐々木 努?
溝端 健亮，?三宅 由花，?齋田 佳織?
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小柳 貴人，??滝沢 琢己，?中嶋 直樹?










してきた (J Immunol 2009).一方, INF-γは抗ウイルス
活性を有するサイトカインであるが,気道ムチン産生に
おける役割は不明であった. 今回我々は, Poly I:Cと
TGF-αを用いたウイルス感染モデルにおいて, INF-γ
がムチンMUC5ACの発現を抑制することを見出し,そ
の分子基盤について検討したので報告する.
NCI-H292細胞において,Poly I:Cと TGF-αの相乗
効果により増強したMUC5AC遺伝子発現が INF-γの
存在下では有意に抑制された. また, RNAi法により
INF-γの信号伝達経路を担う JAK1および STAT1を
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